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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

この調査は、令和６年度から始まる新しい高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画の策

定にあたり、65歳以上の市民やその家族等を対象に、日常生活や社会参加、介護予防の状況、支

援のニーズ等を把握するほか、介護サービス事業者を対象に、施策・事業に対するご意見、今後

の意向等を把握することを目的に実施しました。 

２ 調査対象 

介護予防・日常生活 

圏域ニーズ調査：65 歳以上で、介護保険の要介護１～５の認定を受けていない方 

在宅介護実態調査 ：在宅で生活をし、介護保険の要支援・要介護認定を受けている方のうち、 

認定の更新（区分変更）申請をした方 

在宅生活改善調査 ：市内の居宅介護支援事業所、小規模多機能型居宅介護支援事業所及び 

看護小規模多機能型居宅介護支援事業所 

居所変更実態調査 ：市内の介護施設及び居住系サービス事業所（サ高住・住宅型有料含む） 

介護人材実態調査 ：市内の介護施設及び介護サービス事業所（サ高住・住宅型有料含む） 

３ 調査期間 

令和５年２月～令和５年３月 

４ 調査方法 

郵送配付・郵送回収方式 

５ 回収状況 

配付数 有効回答数 有効回答率

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 3,500 通 2,360 通 67.4％ 

在宅介護実態調査 800 通 419 通 52.3％ 

在宅生活改善調査 32 通 20 通 62.5％ 

居所変更実態調査 32 通 17 通 53.1％ 

介護人材実態調査 112 通 50 通 44.6％ 
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６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。 

・「一般高齢者」は 65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方 

・「要支援認定者」は要支援１～２の認定を受けている方 
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Ⅱ 調査結果 

１ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

（１）回答者属性 

以下の問いにつきましては、あて名ご本人の情報をご記入ください。 

●年齢（回答は１つ） 

「70～74 歳」の割合が 27.2％と最も高く、次いで「65～69 歳」の割合が 21.3％、「75～79 歳」

の割合が 20.3％となっています。 

●性別（回答は１つ） 

「女性」の割合が 52.5％、「男性」の割合が 46.4％となっています。 

●要支援認定等について（回答は１つ） 

「受けていない」の割合が 90.7％と最も高くなっています。 

回答者数 = 2,360 ％

男性

女性

回答しない

無回答

46.4

52.5

0.0

1.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

受けていない

要支援１

要支援２

無回答

90.7

2.8

3.4

3.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答

21.3

27.2

20.3

16.1

9.9

4.3

0.8

0 20 40 60 80 100
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問１ 家族構成をお教えください（回答は１つ） 

「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上)」の割合が 35.9％と最も高く、次いで「息子・娘との２

世帯」の割合が 17.7％、「１人暮らし」の割合が 16.2％となっています。 

問２ あなたやあなたのご家族にひきこもり状態の方はいらっしゃいますか。 

また、ひきこもり状態の方に対して、どのような支援を期待しますか 

「50 歳以上」の割合が 91.8％と最も高くなっています。 

希望する支援方法（いくつでも） 

「当事者・家族の相談相手」、「就労・就学支援」の割合が 28.8％と最も高く、次いで「当事者

の居場所づくり」の割合が 25.4％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

１人暮らし

夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上)

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下)

息子・娘との２世帯

その他

無回答

16.2

35.9

4.9

17.7

23.1

2.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

10歳代

20歳代

30～40歳代

50歳以上

いない

無回答

0.3

0.2

1.0

1.0

91.8

5.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 59 ％

当事者・家族の相談相手

相談先窓口や家族会等の情報提供

当事者の居場所づくり

就労・就学支援

その他

無回答

28.8

16.9

25.4

28.8

22.0

8.5

0 20 40 60 80 100
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問３ あなたはヤングケアラーという言葉を知っていますか（回答は１つ） 

「言葉も内容も知っている」の割合が 48.5％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 26.6％、

「言葉は聞いたことがある」の割合が 21.6％となっています。 

問４ ヤングケアラーを支援するために、必要だと思うことはどのようなことですか

（いくつでも） 

「本人の抱えている状況について相談できる場所」の割合が 61.1％と最も高く、次いで「家族

の介護・介助の内容について相談できる場所」の割合が 48.1％、「家庭への経済的な支援」の割

合が 46.5％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

言葉も内容も知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

48.5

21.6

26.6

3.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

本人の抱えている状況について相談できる場所

家族の介護・介助の内容について相談できる場所

家族の病気や障害、ケアのことなどについてわかり
やすく説明する場所

介護・介助のすべてをケアラーに代わって行うサー
ビスの紹介

介護・介助の一部をケアラーに代わって行うサービ
スの紹介

進路や就職など将来について相談できる場所

学校の勉強や受験勉強など学習のサポート

家庭への経済的な支援

その他

特にない

わからない

無回答

61.1

48.1

28.7

31.8

38.6

36.5

27.2

46.5

2.0

4.6

9.4

8.2

0 20 40 60 80 100
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問５ 新型コロナウイルス感染症の流行を受けて、あなたの行動や意識に変化はありま

したか（いくつでも） 

「健康に気を付けるようになった」の割合が 66.2％と最も高く、次いで「外出しなくなった」

の割合が 44.5％、「人と会わなくなった」の割合が 32.8％となっています。 

問６ あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか（回答は１つ） 

「介護・介助は必要ない」の割合が 74.5％と最も高く、次いで「何らかの介護・介助は必要だ

が、現在は受けていない」の割合が 14.6％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

外出しなくなった

人と会わなくなった

人や物に触るのが怖くなった

不安になることが多くなった

健康に気を付けるようになった

人とのつながりの大切さを知ることができ
た

その他

特にない

無回答

44.5

32.8

12.2

23.9

66.2

25.3

2.3

10.9

1.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受
けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

74.5

14.6

8.2

2.6

0 20 40 60 80 100
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問６-① 介護・介助が必要になった主な原因はなんですか（いくつでも） 

「高齢による衰弱」の割合が 25.8％と最も高く、次いで「骨折・転倒」の割合が 15.0％、「認

知症（アルツハイマー病等)」の割合が 11.9％となっています。 

回答者数 = 539 ％

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

認知症（アルツハイマー病等)

パーキンソン病

糖尿病

腎疾患（透析）

視覚・聴覚障害

骨折・転倒

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

不明

無回答

11.5

9.6

6.5

6.7

7.8

11.9

1.3

10.8

2.2

9.3

15.0

3.9

25.8

9.1

0.4

25.2

0 20 40 60 80 100
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問６-② 主にどなたの介護、介助を受けていますか（いくつでも） 

「配偶者（夫・妻)」の割合が 39.2％と最も高く、次いで「介護サービスのヘルパー」の割合

が 28.4％、「娘」の割合が 25.8％となっています。 

問７ 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか（回答は１つ） 

「ふつう」の割合が 57.5％と最も高く、次いで「やや苦しい」の割合が 25.3％となっていま

す。 

回答者数 = 194 ％

配偶者（夫・妻)

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

無回答

39.2

22.2

25.8

8.8

4.6

1.0

28.4

19.1

5.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

大変苦しい

やや苦しい

ふつう

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

8.8

25.3

57.5

4.8

1.1

2.5

0 20 40 60 80 100
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（２）からだを動かすことについて 

問８ 過去１年間に転んだ経験がありますか（回答は１つ） 

「ない」の割合が 63.0％と最も高く、次いで「１度ある」の割合が 22.5％、「何度もある」の

割合が 12.7％となっています。 

問９ 転倒に対する不安は大きいですか（回答は１つ） 

「やや不安である」の割合が 41.7％と最も高く、次いで「あまり不安でない」の割合が 21.5％、

「とても不安である」の割合が 19.6％となっています。 

問 10 週に 1回以上は外出していますか（回答は１つ） 

「週２～４回」の割合が 44.1％と最も高く、次いで「週５回以上」の割合が 26.1％、「週１回」

の割合が 19.1％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

何度もある

１度ある

ない

無回答

12.7

22.5

63.0

1.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

とても不安である

やや不安である

あまり不安でない

不安でない

無回答

19.6

41.7

21.5

15.3

1.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

ほとんど外出しない

週１回

週２～４回

週５回以上

無回答

9.0

19.1

44.1

26.1

1.7

0 20 40 60 80 100
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問 11 昨年と比べて外出の回数が減っていますか（回答は１つ） 

「減っている」の割合が 32.1％と最も高く、次いで「あまり減っていない」の割合が 31.4％、

「減っていない」の割合が 27.8％となっています。 

問 12 外出を控えていますか（回答は１つ） 

「はい」の割合が 42.4％、「いいえ」の割合が 56.7％となっています。 

問 12-① 外出を控えている理由は、次のどれですか（いくつでも） 

「足腰などの痛み」の割合が 33.0％と最も高く、次いで「トイレの心配（失禁など) 」、「外で

の楽しみがない」の割合が 15.1％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

とても減っている

減っている

あまり減っていない

減っていない

無回答

6.9

32.1

31.4

27.8

1.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

はい

いいえ

無回答

42.4

56.7

0.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,000 ％

病気

障害（脳卒中の後遺症など)

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など)

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答

9.9

2.1

33.0

15.1

5.5

5.0

15.1

7.9

14.8

28.4

12.2

0 20 40 60 80 100
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問 13 外出する際の移動手段は何ですか（いくつでも） 

「自動車（自分で運転）」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「徒歩」の割合が 33.6％、「自動

車（人に乗せてもらう）」の割合が 27.0％となっています。 

（３）食べることについて 

問 14 ＢⅠＭ 

「普通」の割合が 62.0％と最も高く、次いで「肥満」の割合が 24.4％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

徒歩

自転車

バイク

自動車（自分で運転）

自動車（人に乗せてもらう）

電車

路線バス

病院や施設のバス

車いす

電動車いす（カート）

歩行器・シルバーカー

タクシー

その他

無回答

33.6

7.5

1.3

62.5

27.0

7.3

10.1

1.3

1.1

0.2

2.3

5.0

2.1

5.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

やせ

普通

肥満

無回答

6.5

62.0

24.4

7.0

0 20 40 60 80 100
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問 15 歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください（回答は１つ） 

「自分の歯は 19 本以下、かつ入れ歯を利用」の割合が 40.9％と最も高く、次いで「自分の歯

は 20 本以上、入れ歯の利用なし」の割合が 26.9％、「自分の歯は 20本以上、かつ入れ歯を利用」

の割合が 12.9％となっています。 

問 16 ６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか（回答は１つ） 

「はい」の割合が 11.2％、「いいえ」の割合が 83.5％となっています。 

問 17 どなたかと食事をともにする機会はありますか（回答は１つ） 

「毎日ある」の割合が 54.8％と最も高く、次いで「月に何度かある」の割合が 13.4％となって

います。 

回答者数 = 2,360 ％

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用

自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用

自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答

12.9

26.9

40.9

10.8

8.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

はい

いいえ

無回答

11.2

83.5

5.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

毎日ある

週に何度かある

月に何度かある

年に何度かある

ほとんどない

無回答

54.8

7.5

13.4

9.6

9.5

5.3

0 20 40 60 80 100
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（４）毎日の生活について 

問 18 物忘れが多いと感じますか（回答は１つ） 

「はい」の割合が 50.3％、「いいえ」の割合が 47.2％となっています。 

問 18 健康についての記事や番組に関心がありますか（回答は１つ） 

「はい」の割合が 87.4％、「いいえ」の割合が 10.8％となっています。 

問 20 家族や友人の相談にのっていますか（回答は１つ） 

「はい」の割合が 70.9％、「いいえ」の割合が 26.5％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

はい

いいえ

無回答

50.3

47.2

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

はい

いいえ

無回答

87.4

10.8

1.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

はい

いいえ

無回答

70.9

26.5

2.6

0 20 40 60 80 100
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問 21 趣味はありますか（回答は１つ） 

「趣味あり」の割合が 63.9％、「思いつかない」の割合が 30.1％となっています。 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、０～３点で「思いつかない」の割合が、４～６点で「思いつかない」の割

合が、７～１０点で「趣味あり」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
）

趣
味
あ
り

思
い
つ
か
な
い

無
回
答

全  体 2360 63.9 30.1 6.0 

０～３点 120 37.5 53.3 9.2 

４～６点 795 54.6 40.1 5.3 

７～１０点 1314 73.7 21.5 4.8 

回答者数 = 2,360 ％

趣味あり

思いつかない

無回答

63.9

30.1

6.0

0 20 40 60 80 100
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問 22 生きがいはありますか（回答は１つ） 

「生きがいあり」の割合が 55.4％、「思いつかない」の割合が 37.8％となっています。 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、０～３点で「思いつかない」の割合が、４～６点で「思いつかない」の割

合が、７～１０点で「生きがいあ」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
）

生
き
が
い
あ
り

思
い
つ
か
な
い

無
回
答

全  体 2360 55.4 37.8 6.8 

０～３点 120 19.2 75.8 5.0 

４～６点 795 41.1 53.3 5.5 

７～１０点 1314 68.5 25.2 6.3 

回答者数 = 2,360 ％

生きがいあり

思いつかない

無回答

55.4

37.8

6.8

0 20 40 60 80 100
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（５）地域の活動について 

問 23 以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか 

※① - ⑧それぞれに回答してください 

『⑦町内会・自治会』で「年に数回」の割合が、『⑧収入のある仕事』で「週４回以上」の割合

が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

全

体

週
４
回
以
上

週
２
〜
３
回

週
１
回

月
１
〜
３
回

年
に
数
回

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

①ボランティアのグループ 2360 0.2 0.6 1.2 3.5 7.9 63.8 22.8

②スポーツ関係のグループやクラブ 2360 1.9 4.3 5.0 4.4 2.3 61.6 20.5

③趣味関係のグループ 2360 0.8 2.3 4.0 9.6 5.8 57.5 19.9

④学習・教養サークル 2360 0.4 0.5 1.1 2.8 2.3 68.9 24.0

⑤介護予防のための通いの場 
  (自治会館等で実施する健康体操) 

2360 0.7 0.5 3.6 1.2 0.9 69.9 23.2

⑥老人クラブ 2360 0.2 0.5 0.7 1.9 3.6 70.4 22.8

⑦町内会・自治会 2360 0.1 0.3 0.7 4.9 26.8 45.2 21.9

⑧収入のある仕事 2360 11.7 8.8 1.8 2.1 2.8 52.2 20.5

問 24 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加し

てみたいと思いますか（回答は１つ） 

「参加してもよい」の割合が 46.9％と最も高く、次いで「参加したくない」の割合が 32.0％と

なっています。 

回答者数 = 2,360 ％

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

8.2

46.9

32.0

6.7

6.1

0 20 40 60 80 100
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問 25 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話

役）として参加してみたいと思いますか（回答は１つ） 

「参加したくない」の割合が 53.3％と最も高く、次いで「参加してもよい」の割合が 32.9％と

なっています。 

（６）たすけあいについて 

問 26 あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人（いくつで

も） 

「配偶者」の割合が 58.7％と最も高く、次いで「別居の子ども」の割合が 34.3％、「同居の子

ども」の割合が 31.1％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

3.6

32.9

53.3

3.6

6.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

58.7

31.1

34.3

19.2

2.9

5.8

1.8

5.3

3.0

0 20 40 60 80 100
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問 27 反対に、看病や世話をしてあげる人（いくつでも） 

「配偶者」の割合が 58.6％と最も高く、次いで「別居の子ども」の割合が 25.6％、「兄弟姉妹・

親戚・親・孫」の割合が 25.2％となっています。 

問 28 家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください 

（いくつでも） 

「そのような人はいない」の割合が 36.7％と最も高く、次いで「医師・歯科医師・看護師」の

割合が 28.0％、「地域包括支援センター・役所」の割合が 14.4％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

58.6

23.5

25.6

25.2

5.1

8.1

2.0

13.5

5.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

自治会・町内会・老人クラブ

社会福祉協議会・民生委員

ケアマネジャー

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・役所

その他

そのような人はいない

無回答

10.3

12.5

9.5

28.0

14.4

8.3

36.7

7.6

0 20 40 60 80 100
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問 28 友人・知人と会う頻度はどれくらいですか（回答は１つ） 

「月に何度かある」の割合が 26.7％と最も高く、次いで「週に何度かある」の割合が 26.5％、

「年に何度かある」の割合が 16.7％となっています。 

問 30 よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか（いくつでも） 

「近所・同じ地域の人」の割合が 57.3％と最も高く、次いで「趣味や関心が同じ友人」の割合

が 31.1％、「仕事での同僚・元同僚」の割合が 30.9％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

毎日ある

週に何度かある

月に何度かある

年に何度かある

ほとんどない

無回答

8.7

26.5

26.7

16.7

16.1

5.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

近所・同じ地域の人

幼なじみ

学生時代の友人

仕事での同僚・元同僚

趣味や関心が同じ友人

ボランティア等の活動での友人

その他

いない

無回答

57.3

7.7

12.0

30.9

31.1

5.9

8.1

8.3

4.5

0 20 40 60 80 100
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（７）健康について 

問 31 現在のあなたの健康状態はいかがですか（回答は１つ） 

「まあよい」の割合が 63.7％と最も高く、次いで「あまりよくない」の割合が 17.8％、「とて

もよい」の割合が 11.2％となっています。 

問 32 軽い運動・体操もしくは定期的な運動・スポーツを週１回以上していますか（回

答は１つ） 

「ほとんどしない」の割合が 39.5％と最も高く、次いで「週２～４日」の割合が 22.9％、「週

１回」の割合が 16.8％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

とてもよい

まあよい

あまりよくない

よくない

無回答

11.2

63.7

17.8

2.6

4.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

ほとんどしない

週１回

週２～４日

週５回以上

無回答

39.5

16.8

22.9

15.1

5.7

0 20 40 60 80 100
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問 33 あなたは以下のどの介護予防や健康づくりの活動に参加したいですか（いくつで

も） 

「会食や茶話会等、食事をしながら、話し合う場」の割合が 23.9％と最も高く、次いで「体操

（運動）の教室（公民館などでの講座）」の割合が 21.4％、「趣味の活動への参加（料理教室、手

芸、健康マージャン等）」の割合が 19.2％となっています。 

問 34 あなたは、現在どの程度幸せですか 

「５点」の割合が 22.1％と最も高く、次いで「８点」の割合が 18.7％、「７点」の割合が 15.6％

となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

体操（運動）の教室（公民館などでの講
座）

体操（運動）の教室（WEB （インターネッ
ト））

身近な地域の公園でのラジオ体操

会食や茶話会等、食事をしながら、話し合
う場

認知症予防の教室（市役所での講座）

認知症予防の教室（WEB （インターネッ
ト））

趣味の活動への参加（料理教室、手芸、健
康マージャン等）

農作業や農作物の収穫体験

支援が必要な高齢者への生活支援（買い物
支援、移動支援等）

子どもや若年世代等世代間との交流活動

その他

無回答

21.4

3.9

11.7

23.9

11.7

3.8

19.2

16.7

6.6

6.1

9.4

28.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点

無回答

0.6

0.3

1.4

2.8

3.6

22.1

8.1

15.6

18.7

8.1

13.3

5.6

0 20 40 60 80 100
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問 35 この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありま

したか（回答は１つ） 

「はい」の割合が 35.3％、「いいえ」の割合が 59.9％となっています。 

問 36 この 1か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめ 

ない感じがよくありましたか（回答は１つ） 

「はい」の割合が 22.9％、「いいえ」の割合が 68.1％となっています。 

（８）認知症にかかる相談窓口の把握について 

問 37 認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいますか（回答は１つ） 

「はい」の割合が 10.0％、「いいえ」の割合が 81.8％となっています。 

問 38 認知症に関する相談窓口を知っていますか（回答は１つ） 

「はい」の割合が 17.8％、「いいえ」の割合が 73.9％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

はい

いいえ

無回答

35.3

59.9

4.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

はい

いいえ

無回答

22.9

68.1

9.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

はい

いいえ

無回答

10.0

81.8

8.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,360 ％

はい

いいえ

無回答

17.8

73.9

8.3

0 20 40 60 80 100
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（９）生活支援について 

問 39 日常的に受けたいと思う支援はありますか（いくつでも） 

「特にない」の割合が 51.1％と最も高く、次いで「災害時の手助け」の割合が 18.4％、「急病

になった時の看病」の割合が 14.4％となっています。 

回答者数 = 2,360 ％

安否確認の声かけ

心配ごとなどの相談相手

買い物の手伝い

家事の手伝い

外出の手伝い

ゴミ出しの手伝い

急病になった時の看病

介護を必要とする人の短時間の預かり

認知症などの高齢者の見守り

災害時の手助け

その他

特にない

無回答

7.8

10.0

5.3

5.4

3.6

4.5

14.4

6.1

6.2

18.4

1.4

51.1

12.1

0 20 40 60 80 100
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２ 生活機能評価等に関する分析 

（１）機能別リスク該当者割合の分析 

①運動器 

国の手引きをもとに、調査票の以下の設問を抽出し、５項目のうち３項目以上に該当する人を

運動器のリスク該当者と判定しました。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。 ３．できない 

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。 ３．できない 

15 分位続けて歩いていますか。 ３．できない 

過去 1年間に転んだ経験がありますか。 
１．何度もある 

２．１度ある 

転倒に対する不安は大きいですか。 
１．とても不安である

２．やや不安である

【リスク該当状況】 

国の手引きに基づく運動器の評価結果をみると、全体平均で 14.7％が運動器の機能低下該当者

となっています。 

性別・年齢階級別にみると、女性では、すべての年代で男性に比べ該当者割合が高く、85歳以

上では 47.4％と 75～79 歳に比べ 32.3 ポイント上昇しています。一方、男性では、85 歳以上で

は 24.7％と 80～84 歳に比べ 10.7 ポイント上昇しています。したがって、男性は 80 歳以降、女

性は 75 歳以降で運動器におけるリスクが顕在化し、特に女性でリスクが高くなっています。 

【性別・年齢階級別】 

男性 (253) (300) (202) (143) (93)

女性 (221) (297) (219) (169) (135)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数

4.3 7.0
10.9

14.0

24.7

7.2

13.1
15.1

29.0

47.4

14.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

男性

女性

全体平均

（％）
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認定別・年齢階級別にみると、一般高齢者に比べ、要支援対象者では割合がとても高くなって

います。要支援対象者をみると、85 歳以上で該当者が 70％以上となっています。 

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、清和地区、上総地区で該当者割合が全体平均の 14.8％を超えています。 

また、最も高い圏域は清和地区で 17.3％、最も低い圏域は小櫃地区で 13.2％となっており、

4.1 ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (474) (599) (421) (314) (228)

要支援認定者 (7) (23) (57) (81) (144)

5.7
10.2 13.1

22.0

38.2

60.0

50.0

66.7
60.0

78.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

一般高齢者 要支援認定者

（％）

※要支援認定者を除く

14.0 14.3 17.3
13.2 15.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

君津地区

(516)

小糸地区

(399)

清和地区

(352)

小櫃地区

(393)

上総地区

(367)

（％）
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➁閉じこもり 

国の手引きをもとに、調査票の以下の設問を抽出し、該当する人を閉じこもりのリスク該当者

と判定しました。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

週に 1回以上は外出していますか。 
１．ほとんど外出しない

２．週１回 

【リスク該当状況】 

国の手引きに基づく閉じこもりの評価結果をみると、全体平均で 26.2％が閉じこもりのリスク

該当者となっています。 

性別・年齢階級別にみると、女性では、85 歳以上で 61.9％と、80～84 歳に比べ 14.4 ポイント

上昇しています。また、70 歳以上では男性に比べて女性で割合が高くなっています。また、男性

では 85 歳以上で加齢に伴う身体状態の悪化などにより急激に外出の頻度が減少しています。 

【性別・年齢階級別】

男性 (256) (306) (207) (147) (97)

女性 (227) (307) (233) (183) (139)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数

19.9 17.3 18.8 17.0

38.115.4 23.5
27.9

47.5

61.9

26.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

男性

女性

全体平均

（％）
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認定別・年齢階級別にみると、一般高齢者に比べ、要支援対象者では割合がとても高くなって

います。一般高齢者では、85 歳以上で 52.1％と 80～84 歳に比べ 18.1 ポイント上昇しています。 

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、清和地区、小櫃地区、上総地区で該当者割合が全体平均の 26.8％を超えてい

ます。 

また、最も高い圏域は清和地区で 34.0％、最も低い圏域は小糸地区で 19.9％となっており、

14.1 ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (483) (616) (440) (332) (236)

要支援認定者 (6) (9) (25) (31) (69)

17.8 20.5
23.6

34.0

52.1

66.7

44.4

36.0

58.1
63.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

一般高齢者 要支援認定者

（％）

※要支援認定者を除く

20.5 19.9

34.0
28.9 30.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

君津地区

(533)

小糸地区

(413)

清和地区

(365)

小櫃地区

(405)

上総地区

(382)

（％）
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③転倒 

国の手引きをもとに、調査票の以下の設問を抽出し、該当する人を転倒のリスク該当者と判定

しました。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

過去 1年間に転んだ経験がありますか。 
１．何度もある 

２．１度ある 

【リスク該当状況】 

国の手引きに基づく転倒の評価結果をみると、全体平均で 33.6％が転倒リスクの該当者となっ

ています。 

性別・年齢階級別にみると、男性と女性を比べると 70 歳以上から大きな差はありません。 

【性別・年齢階級別】

男性 (255) (305) (207) (147) (96)

女性 (227) (306) (234) (181) (144)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数

24.3

26.6

35.7

36.7

44.8
34.4

31.4

36.3

34.3

49.3

33.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

男性

女性

全体平均

（％）
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認定別・年齢階級別にみると、一般高齢者に比べ、要支援対象者では割合がとても高くなって

います。一般高齢者では、年齢が上がるにつれて割合が徐々に上昇しています。 

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、君津地区、で該当者割合が全体平均の 33.5％を超えています。 

また、最も高い圏域は上総地区で 35.8％、最も低い圏域は小櫃地区で 32.4％となっており、

3.4 ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (482) (613) (441) (330) (240)

要支援認定者 (8) (26) (62) (86) (149)

29.0 29.0
36.1 35.5

47.5

66.7
60.0

56.0 58.1 60.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

一般高齢者 要支援認定者

（％）

※要支援認定者を除く

33.6 32.8 33.0 32.4
35.8
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80.0

100.0

君津地区

(529)

小糸地区

(411)

清和地区
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小櫃地区

(407)

上総地区

(383)

（％）
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④栄養 

国の手引きをもとに、調査票の以下の設問を抽出し、２項目のすべてに該当する人を栄養のリ

スク該当者と判定しました。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

身長・体重をご記入ください。 ＢＭⅠ18.5 未満 

６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか。 １．はい 

【リスク該当状況】 

国の手引きに基づく栄養の評価結果をみると、全体平均で 1.0％が低栄養リスクの該当者とな

っています。 

性別・年齢階級別にみると、男性と女性を比べると 85 歳以上でも 2.6 ポイントと大きな差は

ありません。 

【性別・年齢階級別】

男性 (250) (291) (192) (138) (89)

女性 (212) (285) (223) (166) (128)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数

0.8
1.4

0.0

1.4

3.4

0.5
0.7

1.3

1.2 0.8
1.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

男性

女性

全体平均

（％）
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認定別・年齢階級別にみると、該当者割合は、要支援認定者の 80～84 歳で 10.0％と最も高く

なっていますが、他のリスクに比べ加齢に伴うリスクへの影響は少ないことがうかがえます。 

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、君津地区、小糸地区で該当者割合が全体平均の 1.0％を超えています。 

また、最も高い圏域は君津地区で 1.8％、最も低い圏域は上総地区で 0.5％となっており、1.3

ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (462) (579) (415) (306) (217)

要支援認定者 (5) (9) (23) (30) (59)

0.6
1.2

0.7
1.3

1.8

0.0 0.0 0.0

10.0

0.0
0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

一般高齢者 要支援認定者

（％）

※要支援認定者を除く
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君津地区
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小糸地区

(385)

清和地区

(341)

小櫃地区

(376)

上総地区

(366)

（％）
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⑤口腔 

国の手引きをもとに、調査票の以下の設問を抽出し、３項目のうち２項目以上に該当する人を

口腔のリスク該当者と判定しました。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。 １．はい 

お茶や汁物等でむせることがありますか。 １．はい 

口の渇きが気になりますか。 １．はい 

【リスク該当状況】 

国の手引きに基づく口腔の評価結果をみると、全体平均で 25.7％が口腔機能低下のリスク該当

者となっています。 

性別・年齢階級別にみると、男性では、85 歳以上で 44.4％と 80～84 歳に比べ 16.1 ポイント

上昇しており、女性では、85 歳以上で 35.5％と 80～84 歳に比べ 6.0 ポイント上昇しています。 

【性別・年齢階級別】

男性 (251) (293) (199) (138) (90)

女性 (219) (293) (226) (173) (138)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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女性

全体平均

（％）
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認定別・年齢階級別にみると、一般高齢者では、年齢階級が上がるにつれて割合が高くなって

います。 

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、君津地区、清和地区で該当者割合が全体平均の 25.6％を超えています。 

また、最も高い圏域は君津地区で 28.8％、最も低い圏域は小糸地区で 23.5％となっており、

5.3 ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (470) (588) (425) (313) (228)

要支援認定者 (6) (10) (24) (32) (63)

21.5 22.6

25.4
29.1

39.0

33.3

70.0
62.5

56.3
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0.0
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（％）

※要支援認定者を除く
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(375)

（％）
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⑥認知 

国の手引きをもとに、調査票の以下の設問を抽出し、以下の項目に該当する人を認知のリスク

該当者と判定しました。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

物忘れが多いと感じますか。 １．はい 

【リスク該当状況】 

国の手引きに基づく認知の評価結果をみると、全体平均で 49.7％が該当者となっています。 

性別・年齢階級別にみると、男性、女性ともに年齢階級が上がるにつれて割合が高くなってい

ます。また、85歳以上では、女性に比べ、男性で割合が高くなっています。 

【性別・年齢階級別】

男性 (256) (302) (207) (143) (97)

女性 (222) (305) (234) (179) (143)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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（％）
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認定別・年齢階級別にみると、一般高齢者では年齢階級が上がるにつれて、割合が高くなって

います。また、要支援認定者では、85 歳以上で 81.2％と最も高くなっています。 

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、小糸地区、清和地区で該当者割合が全体平均の 49.9％を超えています。 

また、最も高い圏域は清和地区で 53.7％、最も低い圏域は君津地区で 47.1％となっており、

6.6 ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (478) (610) (441) (324) (240)

要支援認定者 (5) (10) (24) (31) (69)

41.4

46.7 49.4

58.0
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40.0
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（％）

※要支援認定者を除く
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（％）
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⑦うつ 

国の手引きをもとに、調査票の以下の設問を抽出し、２項目のうち１項目以上に該当する人を

うつのリスク該当者と判定しました。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

この 1か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったり

することがありましたか。 
１．はい 

この 1か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、ある

いは心から楽しめない感じがよくありましたか。 
１．はい 

【リスク該当状況】 

国の手引きに基づきうつの評価結果をみると、全体平均で 41.3％が該当者となっています。 

性別・年齢階級別にみると、男性、女性ともに、年齢階級での大きな変化はありません。 

【性別・年齢階級別】

男性 (246) (281) (187) (129) (81)

女性 (204) (276) (205) (158) (126)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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（％）
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認定別・年齢階級別にみると、一般高齢者に比べ、要支援認定者で割合が高くなっています。 

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、君津地区で該当者割合が全体平均の 41.3％を超えています。 

また、最も高い圏域は君津地区で 43.7％、最も低い圏域は小櫃地区で 40.2％となっており、

9.7 ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (450) (559) (392) (289) (207)

要支援認定者 (6) (9) (21) (25) (61)
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（％）

※要支援認定者を除く
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（％）
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（２）日常生活 

①手段的自立度（ＩＡＤＬ） 

高齢者の比較的高次の生活機能を評価することができる老研式活動能力指標には、高齢者の手

段的自立度（ⅠＡＤＬ）に関する設問が５問あり、「手段的自立度（ⅠＡＤＬ）」として尺度化さ

れています。 

評価は、各設問に「できるし、している」または「できるけどしていない」と回答した場合を

１点として、５点満点で評価し、５点を｢高い｣、４点を「やや低い」、３点以下を「低い」と評価

しています。 

また、４点以下を手段的自立度の低下者とし、低下者の割合を示しています。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

バスや電車を使って 1人で外出していますか。 
１．できるし、している：1点

２．できるけどしていない：1点 

自分で食品・日用品の買物をしていますか。 
１．できるし、している：1点

２．できるけどしていない：1点 

自分で食事の用意をしていますか。 
１．できるし、している：1点

２．できるけどしていない：1点 

自分で請求書の支払いをしていますか。 
１．できるし、している：1点

２．できるけどしていない：1点 

自分で預貯金の出し入れをしていますか。 
１．できるし、している：1点

２．できるけどしていない：1点 

【該当状況】 

全体平均では 12.9％が手段的自立度の低下者となっています。 

性別・年齢階級別でみると、女性では、85 歳以上になると急激に上昇しています。男性では、

85 歳以上で 25.8％と 80～84 歳に比べ 8.8 ポイント、女性では、85歳以上で 41.6％と 80～84 歳

に比べ 22.7 ポイント増加しています。 

【性別・年齢階級別】

男性 (253) (299) (203) (141) (93)

女性 (223) (303) (226) (180) (137)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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（％）
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認定別・年齢階級別でみると、一般高齢者に比べ、要支援認定者で割合が高くなっています。 

また、一般高齢者では年齢階級が上がるにつれて、割合が高くなっています。

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、清和地区、小櫃地区、で該当者割合が全体平均の 13.2％を超えています。 

また、最も高い圏域は上総地区で 16.5％、最も低い圏域は小糸地区で 8.7％となっており、7.8

ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (476) (605) (429) (323) (230)

要支援認定者 (5) (10) (25) (31) (67)

6.5 9.3 9.8
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（％）

※要支援認定者を除く
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（％）
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（３）社会参加 

①知的能動性 

老研式活動能力指標には、高齢者の知的活動に関する設問が４問あり、「知的能動性」として尺

度化されています。 

評価は、各設問に「はい」と回答した場合を１点として、４点満点で評価し、４点を「高い」、

３点を「やや低い」、２点以下を「低い」と評価しています。 

また、３点以下を知的能動性の低下者とし、低下者の割合を示しています。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか。 １．はい：1点 

新聞を読んでいますか。 １．はい：1点 

本や雑誌を読んでいますか。 １．はい：1点 

健康についての記事や番組に関心がありますか。 １．はい：1点 

【該当状況】 

知的能動性の低下者は、全体平均では 47.6％となっています。 

性別・年齢階級別でみると、女性では、85歳以上で男性を上回っています。また、85歳以上で

65.2％と、80～84 歳に比べ、11.9 ポイント増加しています。 

【性別・年齢階級別】

男性 (256) (301) (207) (142) (97)

女性 (222) (305) (230) (180) (135)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数
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認定・該当状況別・年齢階級別でみると、一般高齢者に比べ、要支援認定者で割合が高くなっ

ています。一般高齢者では、85 歳以上が 56.5％と最も高くなっています。 

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、君津地区、小櫃地区、上総地区で該当者割合が全体平均の 47.4％を超えてい

ます。 

また、最も高い圏域は小櫃地区で 50.0％、最も低い圏域は清和地区で 44.7％となっており、

5.3 ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (478) (609) (437) (324) (232)

要支援認定者 (5) (10) (24) (31) (68)

47.5 47.0 43.0
48.5

56.5

80.0

70.0 70.8 67.7
75.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

一般高齢者 要支援認定者

（％）

※要支援認定者を除く

48.4 45.6 44.7
50.0 48.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

君津地区

(525)

小糸地区

(412)

清和地区

(356)

小櫃地区

(400)

上総地区

(378)

（％）
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➁社会的役割 

老研式活動能力指標には、高齢者の社会活動に関する設問が４問あり、「社会的役割」として尺

度化されています。 

評価は、知的能動性と同様に４点満点で評価し、４点を「高い」、３点を「やや低い」、２点以

下を「低い」と評価しています。 

また、３点以下を社会的役割の低下者とし、低下者の割合を示しています。 

【判定設問】 

設問 該当する選択肢 

友人の家を訪ねていますか。 １．はい：1点 

家族や友人の相談にのっていますか。 １．はい：1点 

病人を見舞うことができますか。 １．はい：1点 

若い人に自分から話しかけることがありますか。 １．はい：1点 

【該当状況】 

社会的役割の低下者は、全体平均では 60.6％となっています。 

性別・年齢階級別でみると、男性では、70～74 歳で 67.5％と最も高くなっています。女性で

は、75～79 歳以降急激に上昇し、85 歳以上で 73.3％と 75～79 歳に比べ 24.4 ポイント上昇して

います。 

【性別・年齢階級別】

男性 (254) (302) (203) (141) (92)

女性 (221) (293) (223) (169) (135)

※要支援認定者を除く (　）内は有効回答数

65.4
67.5

57.1

68.8

69.6

53.4 52.9
48.9

60.9

73.3

60.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

男性

女性

全体平均

（％）
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認定別・年齢階級別にみると、一般高齢者に比べ、要支援認定者で割合が高くなっています。

75～79 歳では、一般高齢者が 52.8％、要支援認定者が 84.0％と、31.2 ポイントの差となってい

ます。また、85 歳以上では、一般高齢者が 71.8％、要支援認定者が 90.9％と、19.1 ポイントの

差となっています。

【認定別・年齢階級別】

圏域別にみると、君津地区、清和地区、上総地区で該当者割合が全体平均の 60.3％を超えてい

ます。 

また、最も高い圏域は君津地区で 67.4％、最も低い圏域は小櫃地区で 53.7％となっており、

13.7 ポイントの差となっています。 

【圏域別】

一般高齢者 (475) (598) (426) (312) (227)

要支援認定者 (5) (11) (25) (31) (66)

59.8 60.5
52.8

64.4
71.8

100.0

81.8

84.0

74.2 90.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

一般高齢者 要支援認定者

（％）

67.4

56.7
61.9

53.7
61.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

君津地区

(512)

小糸地区

(402)

清和地区

(357)

小櫃地区

(389)

上総地区

(370)

（％）
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３ 在宅介護実態調査 

（１）調査対象者様ご本人について 

問１ ご本人の性別について、ご回答ください（回答は１つ） 

「女性」の割合が 65.2％と最も高く、次いで「男性」の割合が 32.9％となっています。 

問２ ご本人の年齢について、ご回答ください（回答は１つ） 

「90 歳以上」の割合が 31.0％と最も高く、次いで「80～84 歳」、「85～89 歳」の割合が 21.7％

となっています。 

回答者数 = 419 ％

男性

女性

回答しない

無回答

32.9

65.2

0.2

1.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 419 ％

65歳未満

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答

0.2

3.6

9.3

11.0

21.7

21.7

31.0

1.4

0 20 40 60 80 100
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問３ ご本人の要介護度について、ご回答ください（回答は１つ） 

「要介護１」の割合が 28.2％と最も高く、次いで「要介護２」の割合が 24.1％、「要介護３」

の割合が 14.1％となっています。 

問４ ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか（同居していない

子どもや親族等からの介護を含む）（回答は１つ） 

「ほぼ毎日ある」の割合が 54.2％と最も高く、次いで「ない」の割合が 17.2％、「週に１～２

日ある」の割合が 11.7％となっています。 

回答者数 = 419 ％

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

わからない

無回答

6.0

3.6

28.2

24.1

14.1

12.4

5.7

2.6

3.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 419 ％

ない

家族・親族の介護はあるが、週に１日より
も少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

無回答

17.2

8.4

11.7

5.5

54.2

3.1

0 20 40 60 80 100
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問５ 主な介護者の方は、どなたですか（回答は１つ） 

「子」の割合が 44.9％と最も高く、次いで「配偶者」の割合が 32.0％となっています。 

問６ 主な介護者の方の性別について、ご回答ください（回答は１つ） 

「女性」の割合が 62.8％と最も高く、次いで「男性」の割合が 30.8％となっています。 

問７ 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください（回答は１つ） 

「60 代」の割合が 31.3％と最も高く、次いで「50代」の割合が 19.3％、「70 代」の割合が 19.1％

となっています。 

回答者数 = 419 ％

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

32.0

44.9

8.6

1.0

1.0

6.9

5.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 419 ％

男性

女性

回答しない

無回答

30.8

62.8

1.7

4.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 419 ％

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

0.0

0.5

1.2

4.1

19.3

31.3

19.1

17.9

1.9

4.8

0 20 40 60 80 100
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問８ 現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください（いくつで

も） 

「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」の割合が 77.8％と最も高く、次いで「食事の準備

（調理等）」の割合が 73.0％、「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」の割合が 69.5％となって

います。 

回答者数 = 419 ％

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

21.0

16.9

23.9

25.3

26.0

32.9

24.8

61.6

56.1

27.7

11.2

73.0

77.8

69.5

6.0

0.7

4.1

0 20 40 60 80 100
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問９ ご本人（調査対象者）以外のご家族で成人していて（学生は除く）働いていない

（所得のない）方はいますか（回答は１つ） 

「いる」の割合が 24.6％、「いない」の割合が 69.0％となっています。 

問 10 ご家族やご親族の中で、ご本人（調査対象者）の介護を主な理由として、過去１

年の間に仕事を辞めた方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態

は問いません）（いくつでも） 

「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」の割合が 62.5％と最も高くなっています。 

回答者数 = 419 ％

いる

いない

無回答

24.6

69.0

6.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 419 ％

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞め
た（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はい
ない

わからない

無回答

6.2

1.9

1.7

1.9

62.5

5.3

22.9

0 20 40 60 80 100
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問 11 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、 

ご回答ください（いくつでも） 

「利用していない」の割合が 57.3％と最も高くなっています。 

問 12 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さ

らなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください（い

くつでも） 

「移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）」の割合が 29.6％と最も高く、次いで「特になし」の割

合が 27.2％、「外出同行（通院、買い物など）」の割合が 26.7％となっています。 

回答者数 = 419 ％

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

7.2

6.2

5.3

4.5

6.0

7.4

9.8

5.7

3.3

6.2

57.3

13.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 419 ％

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

19.6

16.7

18.6

16.9

16.0

26.7

29.6

22.2

10.5

5.0

27.2

14.1

0 20 40 60 80 100
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問 13 ご本人（調査対象者）が、現在抱えている傷病について、ご回答ください 

（いくつでも） 

「認知症」の割合が 36.0％と最も高く、次いで「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うも

の）」の割合が 29.4％、「糖尿病」の割合が 20.3％となっています。 

問 14 ご本人（調査対象者）は、現在、訪問診療を利用していますか（回答は１つ） 

「利用している」の割合が 15.5％、「利用していない」の割合が 81.4％となっています。 

回答者数 = 419 ％

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄
症等）

膠原病（関節リウマチ含む）

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴う
もの）

その他

なし

わからない

無回答

11.5

14.6

6.9

7.4

4.1

20.0

5.0

9.1

36.0

3.3

1.4

20.3

29.4

21.2

3.8

1.7

3.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 419 ％

利用している

利用していない

無回答

15.5

81.4

3.1

0 20 40 60 80 100
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問 15 令和５年１月の１か月の間に、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保

険サービスを利用しましたか（回答は１つ） 

「利用した」の割合が 50.8％、「利用していない」の割合が 47.0％となっています。 

問 16 介護保険サービスを利用していない理由は何ですか（いくつでも） 

「現状では、サービスを利用するほどの状態ではない」の割合が 32.5％と最も高く、次いで「家

族が介護をするため必要ない」の割合が 28.4％、「本人にサービス利用の希望がない」の割合が

22.3％となっています。 

回答者数 = 419 ％

利用した

利用していない

無回答

50.8

47.0

2.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 197 ％

現状では、サービスを利用するほどの状態
ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満があっ
た

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近
にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用
するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法が
分からない

その他

無回答

32.5

22.3

28.4

2.5

9.1

4.1

6.6

10.2

18.8

9.1

0 20 40 60 80 100
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問 17 今のケアプランについて、あなたはどの程度満足していますか（回答は１つ） 

「ほぼ満足している」の割合が 41.8％と最も高く、次いで「満足している」の割合が 18.6％、

「わからない」の割合が 16.9％となっています。 

問 18 新型コロナウイルス感染症の流行を受けて、あなたの行動や意識に変化はありま

したか（いくつでも） 

「健康に気を付けるようになった」の割合が 43.9％と最も高く、次いで「外出しなくなった」

の割合が 42.5％、「人と会わなくなった」の割合が 32.9％となっています。 

回答者数 = 419 ％

満足している

ほぼ満足している

あまり満足していない

満足していない

わからない

無回答

18.6

41.8

9.5

4.3

16.9

8.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 419 ％

外出しなくなった

人と会わなくなった

人や物に触るのが怖くなった

不安になることが多くなった

健康に気を付けるようになった

人とのつながりの大切さを知ることができ
た

その他

特にない

無回答

42.5

32.9

10.5

21.7

43.9

14.3

1.9

18.4

5.7

0 20 40 60 80 100
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問 19 新型コロナウイルス感染症の影響でサービス利用状況は変化しましたか。また、

それに伴う身体の変化はありますか（回答は１つ） 

【サービスの利用状況】 

「変わらない」の割合が 76.6％と最も高く、次いで「減った」の割合が 10.0％となっています。 

【身体の状況】 

「変わらない」の割合が76.8％と最も高く、次いで「悪化した」の割合が 11.7％となっています。 

回答者数 = 419 ％

増えた

減った

変わらない

無回答

5.7

10.0

76.6

7.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 419 ％

良好になった

悪化した

変わらない

無回答

3.6

11.7

76.8

7.9

0 20 40 60 80 100
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（２）主な介護者の方について 

問 20 主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください（回答は１つ） 

「働いていない」の割合が 43.1％と最も高く、次いで「フルタイムで働いている」の割合が

27.7％、「パートタイムで働いている」の割合が 17.9％となっています。 

問 21 主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をして

いますか（いくつでも） 

「介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しなが

ら、働いている」の割合が 36.8％と最も高く、次いで「特に行っていない」の割合が 36.0％、

「介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を取りながら、働いている」の割合が 23.2％とな

っています。 

回答者数 = 274 ％

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

働いていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

27.7

17.9

43.1

0.7

10.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 125 ％

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、
遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を取りなが
ら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

介護のために、２～４以外の調整をしながら、働いている

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

36.0

36.8

23.2

4.8

12.0

0.8

3.2

0 20 40 60 80 100
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問 22 主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に効

果があると思いますか（回答は３つまで） 

「介護休業・介護休暇等の制度の充実」の割合が 31.2％と最も高く、次いで「制度を利用しや

すい職場づくり」、「介護をしている従業員への経済的な支援」の割合が 26.4％となっています。 

問 23 主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか（回答は１

つ） 

「問題はあるが、何とか続けていける」の割合が 64.0％と最も高く、次いで「問題なく、続け

ていける」の割合が 12.0％となっています。 

回答者数 = 125 ％

自営業・フリーランス等のため、勤め先は
ない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム
制など）

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワーク
など）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

8.8

31.2

26.4

21.6

9.6

10.4

11.2

26.4

3.2

14.4

2.4

9.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 125 ％

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

12.0

64.0

8.8

8.8

0.8

5.6

0 20 40 60 80 100
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問 24 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等に

ついて、ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）（回答は３つま

で） 

「認知症状への対応」の割合が 25.9％と最も高く、次いで「日中の排泄」の割合が 13.5％、

「夜間の排泄」、「入浴・洗身」の割合が 12.8％となっています。 

回答者数 = 274 ％

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

13.5

12.8

4.0

12.8

2.2

1.8

5.5

9.5

6.2

25.9

3.3

10.2

7.3

9.9

2.2

2.2

0.4

46.0

0 20 40 60 80 100
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問 25 ご自身やご家族が認知症になったら不安に感じることは何がありますか 

「周りの人の負担が大きくなるのではないか」の割合が 55.8％と最も高く、次いで「買い物や

料理、車の運転など、これまでできていたことができなくなるのではないか」の割合が 50.0％、

「家族以外の周りの人に迷惑をかけてしまうのではないか」の割合が 44.2％となっています。 

回答者数 = 274 ％

自分（あなた）や大切な思い出を忘れてしまうので
はないか

買い物や料理、車の運転など、これまでできていた
ことができなくなるのではないか

周りの人の負担が大きくなるのではないか

病院や診療所で治療しても、症状は改善しないので
はないか

どこに相談すればいいかわからないのではないか

ストレスや精神的負担が大きいのではないか

経済的負担が大きいのではないか

介護にかかる負担によって自分の仕事が継続できな
くなるのではないか

必要な介護サービスを利用することができず、現在
の住まいで生活できなくなるのではないか

介護施設が利用できないのではないか

外出した際に家への帰り道がわからなくなったりす
るのではないか

不要なものを大量に購入させられたり、詐欺的な勧
誘の被害に遭ったりするのではないか

家族以外の周りの人に迷惑をかけてしまうのではな
いか

その他

特にない

わからない

無回答

29.6

50.0

55.8

24.1

14.2

43.1

38.0

23.7

17.2

16.4

26.3

21.2

44.2

1.8

2.2

1.5

10.6

0 20 40 60 80 100
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問 26 あなたは、「成年後見制度」をご存知ですか（回答は１つ） 

「聞いたことはあるが、内容は知らない」の割合が 33.2％と最も高く、次いで「内容を少し知

っている」の割合が 28.5％、「知らない」の割合が 23.0％となっています。 

問 27 成年後見制度の利用促進に向けての課題は何だと思いますか 

「成年後見制度やその手続きについて知る機会がない」の割合が 43.1％と最も高く、次いで

「成年後見制度が分かりにくい」の割合が 19.7％、「誰が後見人等に選任されるか不安である」、

「後見人等が本人の意思を尊重してくれるか不安である」の割合が 15.3％となっています。 

回答者数 = 274 ％

内容までよく知っている

内容を少し知っている

聞いたことはあるが、内容は知らない

知らない

無回答

6.6

28.5

33.2

23.0

8.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 274 ％

成年後見制度やその手続きについて知る機
会がない

成年後見制度が分かりにくい

手続きが複雑である

申立費用の負担がある

手続きの支援をしてくれるところがない

相談窓口がない

支援者が制度について理解していない

報酬等の費用負担がある

誰が後見人等に選任されるか不安である

指名した人に後見人等になってもらいたい

後見人等が本人の意思を尊重してくれるか
不安である

その他

無回答

43.1

19.7

10.2

5.8

5.1

6.2

5.8

9.9

15.3

8.0

15.3

4.7

27.4

0 20 40 60 80 100
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４ 在宅生活改善調査 

（１）自宅等から居所を変更した利用者の行先別の人数 

過去 1年間に自宅等から居所を変更した利用者は 169 人で、行先別の人数をみると、特別養護

老人ホームが 43人（25.4％）、サービス付き高齢者向け住宅が 27人（16.0％）、介護老人保健施

設が 21 人（12.4％）と多く、兄弟・子ども・親戚等の家が 18 人（10.7％）と続いています。 

過去1年間に自宅等から居場所を変更した利用者の行先別の人数
合計市区町村外市区町村内行先
18人7人11人兄弟・子ども・親戚等の家 10.7%4.1%6.5%
3人2人1人住宅型有料老人ホーム 1.8%1.2%0.6%
2人2人0人軽費老人ホーム 1.2%1.2%0.0%
27人15人12人サービス付き高齢者向け住宅 16.0%8.9%7.1%
11人0人11人グループホーム 6.5%0.0%6.5%
10人3人7人特定施設 5.9%1.8%4.1%
0人0人0人地域密着型特定施設 0.0%0.0%0.0%
21人7人14人介護老人保健施設 12.4%4.1%8.3%
9人1人8人療養型・介護医療院 5.3%0.6%4.7%
43人11人32人特別養護老人ホーム 25.4%6.5%18.9%
4人1人3人地域密着型特別養護老人ホーム 2.4%0.6%1.8%
21人15人6人その他 12.4%8.9%3.6%
0人行先を把握していない 0.0%
169人64人105人合計 100.0%37.9%62.1%

（注1）「自宅等」には、サービス付き高齢者向け住宅・住宅型有料老人ホーム・軽費老人ホームを含めていません。
（注2）表の上段の数値は、「回答実数」であり、回収率の逆数を乗じて簡易的に算出した「粗推計」されたものではありません。
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（２）自宅等から居所を変更した利用者の要介護度の内訳 

過去1年間に自宅等から居所を変更した利用者のうち、死亡を除いた要介護度の内訳をみると、

要介護３が 24.2％と最も多く、要介護１が 18.0％、要介護４が 17.3％、要介護２が 15.2％とそ

れに続きます。 

過去1年間に自宅等から居場所を変更した利用者の要介護度の内訳

（注）「自宅等」には、サービス付き高齢者向け住宅・住宅型有料老人ホーム・軽費老人ホームを含めていません。また、死亡した方は集計から除いています。

7.6%
4.8%

18.0% 15.2% 24.2% 17.3% 12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=289)

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5



61 

５ 居所変更実態調査 

（１）地域内の居所移動の実態 

過去１年間の施設等の新規の入居・入所及び退去・退所の流れをサービス種類別にみると、特

別養護老人ホームで退去者が 139 人、死亡も 95人と最も多くなっています。 

過去1年間の住宅型有料老人ホームの入居及び退居の流れ

【住宅型有料】
新規入居 退居

3人 2人(100.0%)1施設
27室 2人 居所変更

0人(0.0%)

死亡
合計市区町村外市区町村内入居前
0人0人0人自宅 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人サ高住 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
3人1人2人その他 100.0%33.3%66.7%
0人把握していない 0.0%
3人1人2人合計 100.0%33.3%66.7%

合計市区町村外市区町村内変更後
0人0人0人自宅 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人住宅型有料 50.0%0.0%50.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人サ高住 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人その他の

医療機関 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
1人1人0人その他 50.0%50.0%0.0%
0人把握していない 0.0%
2人1人1人合計 100.0%50.0%50.0%

過去1年間の軽費老人ホームの入居及び退居の流れ

【軽費老人ﾎｰﾑ】
新規入居 退居

9人 13人(86.7%)1施設
47室 15人 居所変更

2人(13.3%)

死亡
合計市区町村外市区町村内入居前
7人3人4人自宅 77.8%33.3%44.4%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
1人1人0人サ高住 11.1%11.1%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人老健 11.1%0.0%11.1%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人その他 0.0%0.0%0.0%
0人把握していない 0.0%
9人4人5人合計 100.0%44.4%55.6%

合計市区町村外市区町村内変更後
3人3人0人自宅 23.1%23.1%0.0%
2人2人0人住宅型有料 15.4%15.4%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
1人1人0人サ高住 7.7%7.7%0.0%
1人1人0人GH 7.7%7.7%0.0%
1人1人0人特定 7.7%7.7%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
4人1人3人その他の

医療機関 30.8%7.7%23.1%
0人0人0人特養 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人地密特養 7.7%0.0%7.7%
0人0人0人その他 0.0%0.0%0.0%
0人把握していない 0.0%
13人9人4人合計 100.0%69.2%30.8%
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過去1年間のサービス付き高齢者向け住宅の入居及び退居の流れ

【サ高住】
新規入居 退居

15人 7人(50.0%)4施設
73戸 14人 居所変更

7人(50.0%)

死亡
合計市区町村外市区町村内入居前
11人4人7人自宅 73.3%26.7%46.7%
1人1人0人住宅型有料 6.7%6.7%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
3人3人0人サ高住 20.0%20.0%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人その他 0.0%0.0%0.0%
0人把握していない 0.0%
15人8人7人合計 100.0%53.3%46.7%

合計市区町村外市区町村内変更後
0人0人0人自宅 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
1人1人0人サ高住 14.3%14.3%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人老健 14.3%0.0%14.3%
1人1人0人療養型・

介護医療院 14.3%14.3%0.0%
2人1人1人その他の

医療機関 28.6%14.3%14.3%
2人0人2人特養 28.6%0.0%28.6%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人その他 0.0%0.0%0.0%
0人把握していない 0.0%
7人3人4人合計 100.0%42.9%57.1%

過去1年間のグループホームの入所及び退所の流れ

【ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ】
新規入所 退所

8人 5人(71.4%)2施設
定員36人 7人 居所変更

2人(28.6%)

死亡
合計市区町村外市区町村内入所前
6人0人6人自宅 75.0%0.0%75.0%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人軽費 12.5%0.0%12.5%
1人0人1人サ高住 12.5%0.0%12.5%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人その他 0.0%0.0%0.0%
0人把握していない 0.0%
8人0人8人合計 100.0%0.0%100.0%

合計市区町村外市区町村内変更後
1人0人1人自宅 20.0%0.0%20.0%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人サ高住 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
2人2人0人その他の

医療機関 40.0%40.0%0.0%
2人0人2人特養 40.0%0.0%40.0%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人その他 0.0%0.0%0.0%
0人把握していない 0.0%
5人2人3人合計 100.0%40.0%60.0%
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過去1年間の介護老人保健施設の入所及び退所の流れ

【老健】
新規入所 退所

19人 3人(14.3%)1施設
定員100人 21人 居所変更

18人(85.7%)

死亡
合計市区町村外市区町村内入所前
13人4人9人自宅 68.4%21.1%47.4%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人サ高住 5.3%0.0%5.3%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
5人0人5人その他 26.3%0.0%26.3%
0人把握していない 0.0%
19人4人15人合計 100.0%21.1%78.9%

合計市区町村外市区町村内変更後
1人0人1人自宅 33.3%0.0%33.3%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人軽費 33.3%0.0%33.3%
0人0人0人サ高住 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人その他の

医療機関 33.3%0.0%33.3%
0人0人0人特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人その他 0.0%0.0%0.0%
0人把握していない 0.0%
3人0人3人合計 100.0%0.0%100.0%

過去1年間の特別養護老人ホームの入所及び退所の流れ

【特養】
新規入所 退所

131人 44人(31.7%)4施設
定員390人 139人 居所変更

95人(68.3%)

死亡
合計市区町村外市区町村内入所前
28人5人23人自宅 21.4%3.8%17.6%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人サ高住 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
6人2人4人特定 4.6%1.5%3.1%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
15人6人9人老健 11.5%4.6%6.9%
4人1人3人療養型・

介護医療院 3.1%0.8%2.3%
24人0人24人特養 18.3%0.0%18.3%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
53人14人39人その他 40.5%10.7%29.8%
1人把握していない 0.8%
131人28人102人合計 100.0%21.4%77.9%

合計市区町村外市区町村内変更後
0人0人0人自宅 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人サ高住 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
17人15人2人療養型・

介護医療院 38.6%34.1%4.5%
25人4人21人その他の

医療機関 56.8%9.1%47.7%
1人0人1人特養 2.3%0.0%2.3%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
1人1人0人その他 2.3%2.3%0.0%
0人把握していない 0.0%
44人20人24人合計 100.0%45.5%54.5%
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過去1年間の地域密着型特別養護老人ホームの入所及び退所の流れ

【地密特養】
新規入所 退所

14人 10人(58.8%)3施設
定員87人 17人 居所変更

7人(41.2%)

死亡
合計市区町村外市区町村内入所前
9人0人9人自宅 64.3%0.0%64.3%
0人0人0人住宅型有料 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人サ高住 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人老健 7.1%0.0%7.1%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人特養 7.1%0.0%7.1%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
3人0人3人その他 21.4%0.0%21.4%
0人把握していない 0.0%
14人0人14人合計 100.0%0.0%100.0%

合計市区町村外市区町村内変更後
0人0人0人自宅 0.0%0.0%0.0%
1人0人1人住宅型有料 10.0%0.0%10.0%
0人0人0人軽費 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人サ高住 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人GH 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人地密特定 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人老健 0.0%0.0%0.0%
0人0人0人療養型・

介護医療院 0.0%0.0%0.0%
4人0人4人その他の

医療機関 40.0%0.0%40.0%
1人1人0人特養 10.0%10.0%0.0%
0人0人0人地密特養 0.0%0.0%0.0%
4人0人4人その他 40.0%0.0%40.0%
0人把握していない 0.0%
10人1人9人合計 100.0%10.0%90.0%
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（２）居所変更した理由 

各施設等から居所変更した理由をみると、「医療的ケア・医療処置の必要性の高まり」、「必要な

身体介護の発生・増大」、「上記以外の状態像の悪化」などとなっています。 

居所変更した理由（n=16、順位不問、複数回答）

3 

6 

3 

15 

4 

3 

1 

2 

7 

0 2 4 6 8 10 12 14 16

必要な支援の発生・増大

必要な身体介護の発生・増大

認知症の症状の悪化

医療的ケア・医療処置の必要性の高まり

上記以外の状態像の悪化

状態等の改善

必要な居宅サービスを望まなかったため

費用負担が重くなった

その他
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６ 介護人材実態調査 

（１）過去１年間の介護職員の職場の変化 

過去１年間の介護職員の職場の変化をみると、多いのは、「以前は介護以外の職場で働いてい

た、または働いていなかった」人が「施設・居住系」「通所系」の職場に採用される動線、「施設・

居住系」の職場で働いていた人が「施設・居住系」の職場に採用される動線などです。 

n=95

n=93

9

36

6

3

6

2

12

1

18

40

36

19

過去1年間の介護職員の職場の変化
（同一法人・グループ内での異動は除く）

（注）上記の分類が可能となる全ての設問に回答のあった方のみを集計対象としています。

n=188

施設・居住系

訪問系
（小多機・看多機含む）

通所系

その他の
介護サービス

訪問系
（小多機・看多機含む）

通所系

施設・居住系

今の職場転職者の前職場

以前は
介護以外の職場で
働いていた
または

働いていなかった
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（２）人材確保や職員定着のための取り組み 

問２－５ 貴事業所では、人材確保や職員定着のためにどんなことに取り組んでいますか。

（該当項目に○） 

「労働時間の希望を聞く（シフトの調整）」の割合が 84.0％と最も高く、次いで「資格取得へ

の支援」の割合が 70.0％、「労働環境の改善」の割合が 62.0％となっています。 

回答者数 = 50 ％

資格取得への支援

キャリアアップの明示

給与水準の引き上げ

能力開発・研修等の充実

労働環境の改善

労働時間の希望を聞く（シフトの調整）

休暇取得の推進

仕事内容の希望を聞く

福利厚生の充実

その他

無回答

70.0

44.0

52.0

44.0

62.0

84.0

54.0

40.0

24.0

2.0

6.0

0 20 40 60 80 100
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